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2024 年診療報酬改定に向けて、各ワーキンググループにおいてエビデンスの確認および書類作成ミ

ーティングを行った。  

４）日本助産学会学術集会ワークショップ 

以下の内容で交流集会を企画 

テーマ： エビデンスを集積し政策をつくる５）日本助産学会学術集会ワークショップ 

 

 

１１２２．．災災害害対対策策委委員員会会                         担当理事  中根 直子 

 

委員：赤井 智子、池本 めぐみ、太田 加代、小林 康江、眞嶋 ゆか、宮川 佑三子、吉村 圭子 

委員会の開催：5回（オンライン） 

・関東大震災 100 年にあたった 2023 年は「ぼうさいこくたい」の開催日程が例年より早く、予定し

ていたエントリーを見合わせた。一方、第 37 回日本助産学会学術集会では「減災に向けて母子と一

緒に準備しよう」のテーマで交流集会を主催した。学会オリジナルコンテンツである「災害に備える

助産師のための減災ドリル」をもとにしたワールドカフェ形式での体験型ワークショップとし、当日

は約 60 名の参加者から好評を得た。 

 

 

１１３３．．若若手手研研究究者者活活躍躍推推進進委委員員会会                    副委員長  新福 洋子 

 

委員：飯田 真理子、池本 めぐみ、小笠原 絢子、加藤 千穂、新福 洋子、多田 恭子、谷本 美保子、 

福島 奏子、増澤 祐子 

委員会の開催：3回（オンライン）、適時（メール会議） 

１）サマーセミナー2023 年 7 月 8 日(土)に TKP 新橋にて、京都大学アフリカ地域研究資料センター、東

京外語大学現代アフリカ地域研究センターと共催し、「国際保健とアフリカ地域研究」をハイフレッ

クスで開催した。 

２）若手研究者の交流促進 

2023 年 10 月 9日の第 37回日本助産学会学術集会では、「助産師の歩む多様な道：臨床、進学、海外 

など、キャリア選択について話し合おう」の交流集会をオンサイトで開催した。このほか、Slack や 

ML を活用し、若手研究者の交流促進をはかっている。 

 

 

１１４４．．ワワーーキキンンググググルルーーププ  

  

１１））  避避妊妊教教育育・・相相談談                         リーダー  渡邊 浩子 

メンバー：小黒道子、松﨑政代、橋本麻由美、嶋澤恭子、常田裕子、江藤宏美、神徳備子、遠藤亜貴子

山本真実、田中由美子、片岡弥恵子 

活動期間：2021 年 4 月 1日～2025 年 3月 31 日 

会議の開催：8 回（オンライン ※5/10、6/8、7/4、8/2、8/22、9/12、11/22、2/26）適時（メール会議） 

活動内容： 

(1) 介入研究 platform 構築 

  Platform を構築し、2023 年 8 月～2024 年 3 月の 7 か月間、介入である助産師によるオンラインカ
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2024 年診療報酬改定に向けて、各ワーキンググループにおいてエビデンスの確認および書類作成ミ

ーティングを行った。  

４）日本助産学会学術集会ワークショップ 

以下の内容で交流集会を企画 

テーマ： エビデンスを集積し政策をつくる５）日本助産学会学術集会ワークショップ 
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委員会の開催：5回（オンライン） 

・関東大震災 100 年にあたった 2023 年は「ぼうさいこくたい」の開催日程が例年より早く、予定し

ていたエントリーを見合わせた。一方、第 37 回日本助産学会学術集会では「減災に向けて母子と一

緒に準備しよう」のテーマで交流集会を主催した。学会オリジナルコンテンツである「災害に備える

助産師のための減災ドリル」をもとにしたワールドカフェ形式での体験型ワークショップとし、当日

は約 60 名の参加者から好評を得た。 

 

 

１１３３．．若若手手研研究究者者活活躍躍推推進進委委員員会会                    副委員長  新福 洋子 

 

委員：飯田 真理子、池本 めぐみ、小笠原 絢子、加藤 千穂、新福 洋子、多田 恭子、谷本 美保子、 

福島 奏子、増澤 祐子 

委員会の開催：3回（オンライン）、適時（メール会議） 

１）サマーセミナー2023 年 7 月 8 日(土)に TKP 新橋にて、京都大学アフリカ地域研究資料センター、東

京外語大学現代アフリカ地域研究センターと共催し、「国際保健とアフリカ地域研究」をハイフレッ

クスで開催した。 

２）若手研究者の交流促進 

2023 年 10 月 9日の第 37回日本助産学会学術集会では、「助産師の歩む多様な道：臨床、進学、海外 

など、キャリア選択について話し合おう」の交流集会をオンサイトで開催した。このほか、Slack や 

ML を活用し、若手研究者の交流促進をはかっている。 

 

 

１１４４．．ワワーーキキンンググググルルーーププ  

  

１１））  避避妊妊教教育育・・相相談談                         リーダー  渡邊 浩子 

メンバー：小黒道子、松﨑政代、橋本麻由美、嶋澤恭子、常田裕子、江藤宏美、神徳備子、遠藤亜貴子

山本真実、田中由美子、片岡弥恵子 

活動期間：2021 年 4 月 1日～2025 年 3月 31 日 

会議の開催：8 回（オンライン ※5/10、6/8、7/4、8/2、8/22、9/12、11/22、2/26）適時（メール会議） 

活動内容： 

(1) 介入研究 platform 構築 

  Platform を構築し、2023 年 8 月～2024 年 3 月の 7 か月間、介入である助産師によるオンラインカ
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ウンセリングの予約管理、データ収集の進捗管理やデータ管理を行った。 

(2) 介入研究の実施 

  研究協力の同意が得られた 18～30 歳の女性を、助産師による避妊相談を受けた介入群と、避妊に

関する動画を視聴した対照群に無作為に割り付け、介入前・介入後、介入 3 か月後の 3 時点で質問

紙調査を行った。現在解析中である。 

 

 

２２））  「「NNIICCUU ににおおけけるる母母乳乳育育児児支支援援」」ににつついいててのの政政策策提提言言         リーダー  市川 香織 

メンバー：石川紀子、加藤美佳、得松奈月、松田咲野 

活動期間：2021 年 4 月 1日～2024 年 3月 31 日 

活動内容： 

2024 年（令和 6 年）診療報酬改定に向けた要望書を日本助産学会、日本新生児看護学会、日本小児看

護学会との連名で提出した。 

要望事項：新生児集中治療室における新生児授乳サポート連携加算の新設 

NICU において助産師が連携して授乳サポートを行う体制への評価を要望した。 

 

 

３３））  院院内内助助産産・・助助産産師師外外来来ににつついいててのの政政策策提提言言             リーダー  井本 寛子 

メンバー：石川紀子、早川ひとみ 

活動期間：2021 年 4 月 1日～2025 年 3月 31 日 ※2024 年 4月 1日からエビデンス構築 WGに名称変更 

活動内容： 

2024 年（令和 6年）診療報酬改定に向けた要望書を提出した。 

要望事項：ハイリスク分娩等管理加算およびハイリスク妊産婦共同管理料算定における施設基準として、

産科混合病棟では区域特定されていることを要件に追加することを要望した。 

 

 

４４））乳乳腺腺炎炎ににつついいててのの政政策策提提言言                     リーダー  井村 真澄 

メンバー：稲田千晴、武市洋美、藤田恵理子、宮下美代子 

活動期間：2021 年 4 月 1日～2025 年 3月 31 日 

活動内容： 

2018（平成 30）年の診療報酬改定において、「乳腺炎重症化予防ケア・指導料」が新設された。分

娩１回につき４回に限り、初回 500 点、２回目から４回目までは１回につき 150 点算定される。これ

により、全額自費で助産師のケアを受けていた乳腺炎に罹患した母親の経済的負担が軽減された。算

定要件は、保険医療機関に専門性を有する医師とアドバンス助産師が 1 名以上配置され、医療/ケア

を実施することとされた。 

一方、乳腺炎のうち 3－11%は膿瘍形成に至り、通常の乳腺炎ケアよりも手厚い包括的な母子ケアや

家族調整が必要となる。レセプト分析による切開排膿後の診療実日数平均は 13.2 日であり、上記の 4

回に限る診療報酬では到底十分なケアは提供できないことがより明確になった。 

そこで、2024（令和 6）年診療報酬改定に向け、既収載「乳腺炎重症化予防ケア・指導料」で評価

されている管理のうち、「乳腺膿瘍を形成して［K472］乳腺膿瘍切開術を施行した患者に対して、新

たに切開創の感染予防管理、膿汁と漏出乳汁ドレナージ管理、授乳継続、哺乳困難傾向を示す児への

授乳支援、乳腺炎再発予防教育、心理支援、家族調整支援、授乳中断への葛藤への心理的支援を行う。
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その難易度や臨床上の有用性を考慮し、別項目を追加設定し、既存項目よりも高い評価とすること。」

を提案するため、2023 年 5 月に医療技術評価提案書（保険既収載技術用）および概要図（ポンチ絵）

を、看護系学会等社会保険連合を通して厚労省に提出した。 

次いで、7 月には、厚生労働省保健局保険課技官による、当該技術提案書に関する 30 分間のウェブ

ヒアリングにて、入院/外来区分、切開後の回復所要日数、レセプトデータ分析結果詳細、担当アド

バンス助産師に関して質疑応答を行った。 

最終的に、臨床上の必要性と根拠データが明確なこと等が評価され、2024（令和 6）年診療報酬改

定において「29 乳腺炎重症化予防ケア・指導料２」として、切開排膿術施行後から起算して 8 回、初

回 500 点、2回から 8回まで１回につき 200 点と算定拡大された。 

これらは、助産師によるケアが、診療報酬収載という社会的医療経済的評価を得たことの証でもあ

る。日本全国の母子と家族に一定水準以上の助産ケアを提供できるよう、オールジャパンでのさらな

るケアの質向上と多職種協働提供体制の整備が望まれる。 

次年度は、EBM 実践展開の土台となる乳腺炎ケアガイドライン 2020 の改訂、および、上記診療報酬

のさらなる普及啓発活動を推進する。 

 

 

５５））  妊妊娠娠糖糖尿尿病病ににつついいててのの政政策策提提言言                  リーダー  由利 紗織 

メンバー：稲田千晴、片岡弥恵子、加藤美佳、早川ひと美 

活動期間：2021 年 4 月 1日～2025 年 3月 31 日 

活動内容： 

一般社団法人看護系学会等社会保険連合（看保連）研究助成にて妊娠糖尿病及び、妊娠中の明らか

な糖尿病発症妊婦の重症化予防支援体制構築のための基盤調査を実施した。 

「妊娠糖尿病既往女性のフォローアップに関する診療ガイドライン」に関するパブリックコメントを

提出した。 

第 37 回日本助産学会学術集会シンポジウム「エビデンスを集積し政策をつくる」にて政策要望につ

なげる活動について報告した。 

2024 年（令和 6 年）診療報酬改定に向けた要望書を日本助産学会、日本糖尿病教育・看護学会、日本母

性看護学会、日本看護学会の 4団体連盟で提出した。 

要望事項： 

1)「B005-10 ハイリスク妊産婦連携指導料」算定対象の拡大 

｢B005-10 ハイリスク妊産婦連携指導料｣において、精神疾患を有する妊婦に加え、対象者として

GDM 妊産婦を追加することを要望した。 

2)「C101-3 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料」の算定対象の拡大」 

｢C101-3 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料｣の対象をハイリスクな妊娠糖尿病に限らず「妊娠糖尿病

である場合」とすることを要望した。 

 

 

６６））母母子子のの訪訪問問看看護護ににつついいててのの政政策策提提言言                リーダー  片岡 弥恵子 

メンバー：鈴木令佳、山岸由紀子、加藤千尋、岡津愛子 

活動期間：2022 年 4 月 1日～2024 年 3月 31 日 

活動内容： 

2023 年度は、3 回（2023 年 6 月 17 日，8月 1日、9 月 27 日）会議をオンラインで行った。第 37 回
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日本助産学会学術集会において、「産前産後の訪問看護－事例検討－」とのタイトルで、事例検討会

を企画、実施した。事例検討者は、横川氏（訪問看護ステーションともる）、有馬氏（小児訪問看護

ステーションダイジョブより）であり、事例紹介後参加者と活発なディスカッションを行うことがで

きた。令和 8 年度診療報酬改定に向けて、要望事項について検討したが、今回は見送ることになった。 

 

 

７７））  出出生生前前検検査査にに関関すするる教教育育動動画画  評評価価研研究究 WWGG             リーダー  小笹 由香 

メンバー：中込さと子、納富理絵、太田尚子、蛭田明子、片岡弥恵子 

活動期間：2023 年 5 月 21 日～2024 年 3月 31 日（5月末までデータ収集継続中） 

会議の開催：3回（オンライン）、適時（メール会議） 

活動内容： 

(1)2023 年 5 月までの、前 WGにて作成した、妊婦の「出生前検査を含む相談」への初 

期対応に関する看護職者向け個人学習動画について、学習動画の評価と改善点、出生前 

検査に関する学習ニーズなどを見出すために、動画視聴後のアンケートを実施した。 

(2)データ収集期間が 2024 年 5月末で、現在分析を鋭意進行中であるが、動画内容に 

関する評価は概ね高かった。一方で、対象者が出生前検査への関与が高い集団であった 

ことが推察され、全妊婦や家族へのケアを充実させるためには、今後はこの教育動画を 

基にした一般産科施設でのケアを充実させるための啓蒙活動の実施が求められる。 

 

 

１１５５．．四四団団体体連連絡絡会会                         担当理事  片岡 弥恵子 

 

日本産婦人科医会、日本看護協会、日本助産師会との連絡会が 4 回オンラインで開催され、意見交

換や情報交換を行い、本会の活動の広報と周知等を行った。 

 

 

１１６６．．医医療療事事故故調調査査・・支支援援セセンンタターー                  担当理事  安達 久美子 

 

  一般社団法人日本医療安全調査機構主催の協力学会説明会に参加した。 

※2023 年 1 月～12 月における、日本医療安全調査機構の医療事故調査・支援センター個別調査部会

への本会からの協力はなかった。 
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